
2012年度日本気象学会賞・藤原賞の各受賞者決まる

日本気象学会賞受賞者：渡部雅浩

(東京大学大気海洋研究所)

業 績：階層的数値モデル群を用いた気候変動モード

のメカニズム研究

選定理由：

一般に大気海洋結合気候系における変動現象の研究

においては, 全球的な観測・解析データや, 大気大循

環モデルや大気海洋結合気候モデル（合わせてGCM

と略記）出力データの解析のみでは, その理解に限界

がある. ある偏差シグナルが海洋から大気へ伝わり,

それが大気中を平均基本場や総観規模擾乱等と相互作

用しながら伝播し, 特定の空間パターンが励起され,

さらに大気から海洋へ影響するなどの, 多様なフィー

ドバックを丁寧に分解して解析する必要がある. 渡部

雅浩氏は, 自ら開発した線型大気モデルやGCM を駆

使して, 大気の長周期変動や大規模大気海洋相互作用

等, 多岐にわたる気候変動現象のメカニズム解明に資

する研究を行ってきた. 複雑な非線型過程のすべてを

計算するGCM だけでなく, GCM の力学コア部分を

もとに線型大気モデルを構築し（Watanabe and
 

Kimoto 2000a, 2001;Watanabe et al. 2006), さら

に, 世界で初めてそれに湿潤過程を取り込んだ湿潤線

型大気モデルを開発して（Watanabe and Jin

2003), 大気あるいは大気海洋結合系の変動解析にお

ける仮説検証型研究の可能性を大いに拡張した. そし

て, これらの階層的数値モデル群を駆使した数値実験

によって, 各種気候変動モードの成り立ちの力学的メ

カニズムを明らかにした.

渡部氏は, 北極振動の中立モード理論の構築

（Kimoto et al. 2001; Watanabe and Jin 2004;

Watanabe 2009), 熱 帯 軸 対 称 モード の 発 見

（Watanabe et al. 2002), アジアジェット上の波動伝

搬の解析（Watanabe2004）など, 線型大気モデルを

駆使した数値実験により大気の長周期変動に関するメ

カニズム研究を次々に行ってきた. これらの研究は,

気候平均場のもとで卓越する長周期変動を線型モデル

で演繹的力学的に抽出できることを実証したもので,

大気長周期変動研究の分野において特筆すべき成果で

ある. また, 新たに開発された湿潤線型大気モデルで

は, それまでの線型大気モデルのように加熱分布を外

部条件として与える必要がないので, GCM を用いる

ことなく領域別の海水温の大気影響を診断できるばか

りか, 湿潤過程を含んだ力学モードの同定が初めて可

能となった. 渡部氏は, この湿潤線型大気モデルを用

いて, エルニーニョ後の西太平洋における高気圧性循

環偏差形成におけるインド洋海水温の役割を解明した

（Watanabe and Jin 2002). 同氏の開発した線型モデ

ル群はパッケージ化されて世界の研究者に提供され,

大気海洋相互作用（Annamalai et al.2007）や長周期

変動モードのメカニズム解明（Kosaka et al. 2009;

Yasui and Watanabe2010）に大いに貢献している.

我が国の気象庁でも, 異常天候の要因分析のツールと

して現業的に用いられている.

渡部氏は, 線型大気モデルだけでなく, 目的に応じ

て理想化簡略化したGCM を構築して, 十年規模気候

変動の振動メカニズムの提唱（Watanabe and
 

Kimoto 2000b）や, 中緯度海洋における季節を越え

た海面水温偏差の再起過程（Watanabe and Kimoto

2000c）のメカニズム解明を行い, さらに, 熱帯

（Watanabe2008a,b;Lestari et al.2011）および中高

緯度域（Watanabe 2005, 2007;Koseki et al. 2008;

Koseki and Watanabe 2010）における大気海洋結合

気候形成の理解も進展させた. また, 現実的GCM を

用いた研究では, 1988－89年冬に起こった十年規模気

候モードのシフトの発見と海水温, 積雪偏差の影響の

特定（Watanabe and Nitta 1998,1999）や, 北大西

洋十年規模変動の大気海洋結合メカニズムの解明

（Watanabe and Kimoto1999,2000a,2001;Watanabe
 

et al. 1999）等を通じて, 観測データのみからでは同

定しにくい中高緯度の十年規模気候変動の解明に大き

な貢献をした.

近年は, サブグリッドスケールの雲水確率分布予測

を含む新しい物理スキームの開発（Watanabe et al.

2009）も含めて, IPCCの次期評価レポートにも資す

るGCM の構築を精力的に主導（Watanabe et al.

2010）している. これまでの多くのGCM の欠点で

あった二重 ITCZ（Hirota et al. 2011）やENSO振

幅（Watanabe et al.2011a;Kim et al.2011）の問題

について解決の糸口を与えるとともに, 気候感度問題

の理解に資する研究（Watanabe et al. 2011b, c,

2012）を推進している.

以上で述べたように, 渡部氏は, 大気長周期変動
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モードの成り立ちや, 長周期変動と気候平均場, 総観

規模擾乱群, あるいは海洋との相互作用について, 階

層的な数値モデル群を用いることにより, それらのメ

カニズムに踏み込んだ研究の開拓と展開で多くの先駆

的成果をあげてきた. また, 作成した数値モデルは広

く研究コミュニティに用いられ, 気候力学分野の研究

を一層拡大・発展させることにも貢献している.

以上の理由により, 日本気象学会は渡部雅浩氏に日

本気象学会賞を贈呈するものである.
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日本気象学会藤原賞受賞者：中澤高清

(東北大学大学院理学研究科)

業 績：二酸化炭素等の温室効果気体に関する総合的

研究による全球炭素循環の解明ならびに我が

国における温室効果気体の観測的研究の推進

への貢献

選定理由：

中澤高清氏は, 1970年東北大学大学院理学研究科に

入学, 地球物理学の研究に携わり, 1976年同研究科博

士課程を単位習得退学し, 東北大学理学部教務系技官

に着任した. 1980年には東北大学から理学博士の学位

を取得した. その後, 理学部助手, 同助教授, 同教

授, 大学院理学研究科教授として研究並びに教育に携

わり, さらに1999年に同研究科附属大気海洋変動観測

研究センター長に就任し, 今日に至っている.

中澤氏は1980年代から地球温暖化問題, 特に温室効

果気体の重要性に着目し, 人間活動に伴う大気中の温

室効果気体濃度の増加を定量的に把握するための研究

を開始した. まず, 二酸化炭素やメタン, 一酸化二窒

素などの温室効果気体の濃度と同位体比を世界最高レ

ベルの精度で計測する技術を開発し, 日本や中国, 南

極, 北極で大気中二酸化炭素濃度の地上観測を行うと

ともに, 航空機・船舶・大気球等の観測プラット

フォームを駆使した機動的観測を広域にわたって展開

し, 地球規模での大気中二酸化炭素濃度分布の実態を

明らかにした. この間, 1989年に日本気象学会より学

会賞が授与された.

中澤氏は, 全球炭素循環にとって重要な役割を持つ

海洋にも注目し, 大気-海洋間の二酸化炭素交換を解

明するために, 観測船や商船などを利用して, 海洋の

二酸化炭素分圧や溶存無機炭素等の観測を世界各地の

海洋で実施し, 二酸化炭素交換のプロセスの解明と交

換量の推定を行った.

さらに, 中澤氏はこれらの観測データの解析, 全球

大気輸送循環モデルの開発とそれを用いた数値解析を

実施し, 温室効果気体の変動と循環の定量的理解を

図った. 二酸化炭素, メタン, 一酸化二窒素の季節変

化と年々変動の原因, 全球炭素循環における陸上生物

圏の吸収源としての役割などについて新たな知見を見

いだした. また, 二酸化炭素の放出・吸収量の変動を

エルニーニョ現象や火山噴火に起因する気候変動の観

点から詳細に明らかにした. この他, 高精度酸素濃度

計測法を開発し, 地上のみならず, 対流圏から成層圏

にかけての酸素の挙動を世界で初めて明らかにし, 酸

素変動の視点から近年の人為起源二酸化炭素の収支を

推定した.

さらに, 中澤氏は南極やグリーンランドで掘削され

た多くの氷床コアを高精度で分析することによって,

過去250年間の人間活動による二酸化炭素, メタン,

一酸化二窒素の増加を詳細に明らかにするとともに,
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酸素／窒素比を基にして深層氷床コアの絶対年代の決

定法を確立し, 深層氷床コアから過去35万年間の大気

成分の変動を復元した.

このように, 中澤氏は計測技術の開発, 観測・分

析, データ解析, モデルによる数値解析など, 広範か

つ一貫した研究を長期にわたって実施し, 地球表層に

おける温室効果気体の変動と循環の解明に貢献する多

くの科学的知見を得, その業績により, 1993年に山崎

賞, 1996年に日産科学賞, 2002年に地球温暖化防止活

動環境大臣表彰（学術部門), 2007年に三宅賞, 2008

年に島津賞を受賞し, さらに2009年には紫綬褒章を受

章した. また, 当該分野の研究者を育成し, わが国の

当該分野での研究の発展に大きく寄与している.

さらに, 中澤氏は, 「気象庁品質評価科学活動委員

会」委員長, 日航財団「航空機による地球環境観測推

進委員会」委員長として, 我が国における温室効果気

体の観測推進に大きく貢献するとともに, (社)日本気

象学会理事, 大気化学研究会会長, 国際学術誌「Tel-

lus B」アドバイザリーボードメンバー, 第６回二酸

化炭素国際会議組織委員長などを歴任し, 国内外の当

該分野の学術振興に大きな貢献を果たした.

この他, 中澤氏は, 文部科学省宇宙開発委員会専門

委員会委員, 文部科学省科学技術学術審議会研究計画

評価分科会地球観測推進部会委員, 名古屋大学大気水

圏科学研究所運営協議会委員, 京都大学生存圏研究所

外部評価委員会委員, 国立極地研究所運営会議委員,

国立環境研究所外部評価委員会委員, 宇宙航空研究開

発機構大気球研究委員会委員, 地球観測連携拠点地球

観測推進委員会委員, 等の活動によって, 我が国の研

究教育行政ならびに気象学・地球環境科学の推進に貢

献するとともに, 宮城県環境審議会副会長として地方

自治体における環境行政にも貢献した.

このように中澤氏は, 永年にわたって温室効果気体

に関連する研究分野の研究の推進, ならびに, 我が国

の気象学・地球環境科学研究の推進体制の確立等への

貢献を通して, 気象学の発展・向上に寄与した.

以上の理由により, 日本気象学会は中澤高清氏に藤

原賞を贈呈するものである.
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